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チ
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ジ
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事
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か
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Ｓ
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Ａ
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一　

事　
　
　

実

合
衆
国
最
高
裁
判
所
が
認
定
し
た
事
実
は
、
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
美
術
館
の
公
文
書
（A

ustian Galleryʼs archives

）
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
許
可
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
某
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
が
、
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
の
確
実
に
価
値
あ
る
作
品
が
正
当
な
所
有
者
に
よ
っ
て
寄
贈
さ
れ
ず
、
ナ
チ
ス
に
よ
っ

＊
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て
押
収
さ
れ
て
い
た
か
、
第
二
次
大
戦
後
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
よ
っ
て
収
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
証
拠
を
、
一
九
九
八
年
に
発
見
し
た
。

そ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
被
上
訴
人
（
マ
リ
ア
・
ア
ル
ト
マ
ン
）
に
若
干
の
証
拠
を
提
供
し
、
彼
女
は
、
グ
ス
タ
フ
・
ク
リ
ム
ト
の

絵
画
六
点
の
占
有
回
復
訴
訟
を
起
こ
し
た
。

ナ
チ
ス
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
侵
入
よ
り
前
に
、
絵
画
は
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
系
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
り
美
術
の
パ
ト
ロ
ン
で
も
あ
っ
た
彼

女
の
お
じ
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ブ
ロ
ッ
ホ
＝
バ
ウ
ア
ー（Ferdinand Bloch

－Bauer

）の
ウ
ィ
ー
ン
の
豪
邸
に
展
示
さ
れ
て
い
た
。

彼
女
は
、
お
じ
が
一
九
三
八
年
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
脱
出
し
た
の
ち
執
行
し
た
遺
言
の
も
と
で
、
絵
画
の
所
有
権
を
請
求
し
た
。
彼

女
は
、
第
二
次
大
戦
中
お
よ
び
戦
後
、
美
術
館
は
不
法
な
行
為
（w

rongful conduct

）
を
通
じ
て
絵
画
の
占
有
権
を
取
得
し
た
と
述

べ
た
。

被
告
（
こ
こ
で
は
上
訴
人
）
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
お
よ
び
そ
の
下
部
機
関
た
る
美
術
館
は
、
と
り
わ
け
主
権
免
除
（sovereign 

im
m

unity

）
を
請
求
し
て
、
訴
状
を
却
下
せ
よ
と
申
し
立
て
た
。
地
方
裁
判
所
は
、
申
し
立
て
を
否
認
し
た
。
控
訴
裁
判
所
は
、
追

認
し
た
。

一
九
一
六
年
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
出
生
し
た
被
上
訴
人
ア
ル
ト
マ
ン
は
、
一
九
三
八
年
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ
る
併
合
後
、
同
国

か
ら
脱
出
し
た
。
彼
女
は
、
一
九
四
二
年
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
定
住
し
、
四
五
年
、
ア
メ
リ
カ
市
民
と
な
っ
た
。
彼
女
は
、
四
五
年

一
一
月
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
で
死
亡
し
た
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
・
ブ
ロ
ッ
ホ
＝
バ
ウ
ア
ー
の
姪
で
あ
り
、
唯
一
の
生
存
被
指
名
相
続
人
で

あ
っ
た
。

一
九
三
八
年
よ
り
前
、
富
裕
砂
糖
業
者
で
あ
っ
た
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
は
、
ク
リ
ム
ト
の
絵
画
六
点
お
よ
び
他
の
価
値
あ
る
芸
術
作

品
を
収
納
し
た
主
た
る
住
居
を
ウ
ィ
ー
ン
に
お
い
て
維
持
し
た
。
彼
の
妻
ア
デ
ー
レ
（A

dele

）
は
、
絵
画
二
点
の
主
題
で
あ
っ
た
。

彼
女
は
、
夫
に
「
彼
の
死
後
（after his death

）」
美
術
館
に
絵
画
を
遺
贈
す
る
こ
と
を
「
要
請
す
る
（ask

［ed

］）」
と
の
遺
言
を

（
1
）

（
2
）（

3
）

（
4
）
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残
し
て
、
二
五
年
、
死
亡
し
た
。
彼
女
の
財
産
に
関
す
る
弁
護
士
は
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
は
自
分
の
妻
の
要
求
（request

）
に
従

う
意
図
は
あ
っ
た
が
、
そ
う
す
る
こ
と
を
法
的
に
義
務
づ
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
、
美
術
館
に
助
言
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
彼
は
絵
画
を
所

有
す
る
ア
デ
ー
レ
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
は
、
問
題
の
絵
画
の
い
ず
れ
か
の
所
有
権
を
美
術
館
に
移
転
す
る
い

か
な
る
文
書
を
も
決
し
て
執
行
し
な
か
っ
た
。
彼
は
、
そ
の
死
ま
で
、
唯
一
の
正
当
な
所
有
者
で
あ
り
続
け
た
。
彼
の
遺
言
は
、
彼
の

全
財
産
を
被
上
訴
人
、
他
の
姪
お
よ
び
甥
に
遺
贈
し
た
。

一
九
三
八
年
三
月
一
二
日
、「
ア
ン
シ
ュ
ル
ス（A

nschluss

）」と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
事
件
に
お
い
て
、ナ
チ
ス
は
、オ
ー

ス
ト
リ
ア
に
進
入
し
、
同
国
併
合
を
主
張
し
た
。
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
は
、
ナ
チ
ス
に
先
行
し
て
脱
出
し
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
で
定
住
し

た
が
、
彼
の
不
在
中
、
訴
状
に
よ
れ
ば
、
ナ
チ
ス
は
、
砂
糖
会
社
を
「
ア
ー
リ
ア
化
」
し
、
彼
の
ウ
ィ
ー
ン
の
邸
宅
を
接
収
し
、
問
題

の
ク
リ
ム
ト
を
含
む
芸
術
作
品
等
を
分
割
し
た
。
ナ
チ
ス
の
法
律
家
エ
リ
ッ
ヒ
・
フ
ュ
ー
ラ
ー
博
士
は
、
六
点
の
ク
リ
ム
ト
を
占
有
し

た
。
彼
は
、
一
九
四
一
年
に
二
点
、
四
三
年
に
一
点
を
美
術
館
に
売
却
し
、
一
点
を
自
分
自
身
の
た
め
に
保
存
し
て
、
一
点
を
ウ
ィ
ー

ン
市
博
物
館
に
売
却
し
た
。
残
る
一
点
の
行
く
さ
き
は
、
分
か
っ
て
い
な
い
。

一
九
四
六
年
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
ナ
チ
ス
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
た
す
べ
て
の
取
引
を
無
効
に
す
る
と
宣
言

す
る
法
を
制
定
し
た
。し
か
し
な
が
ら
、こ
れ
は
、亡
命
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
へ
の
被
略
奪
芸
術
作
品
の
直
接
的
返
還
を
も
た
ら
さ
な
か
っ

た
。
な
ぜ
な
ら
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
の
別
の
規
定
は
、
芸
術
作
品
の
輸
出
が
同
国
の
文
化
遺
産
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る

と
規
定
し
、
輸
出
し
た
い
と
思
う
い
ず
れ
も
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
連
邦
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
庁
（A

ustrian Federal M
onum

ent 

A
gency

）
の
許
可
を
得
る
こ
と
を
要
請
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
要
請
か
ら
の
利
益
の
た
め
、
美
術
館
お
よ
び
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
庁
は
、

輸
出
許
可
と
交
換
に
価
値
あ
る
芸
術
作
品
を
美
術
館
に
寄
贈
ま
た
は
売
買
す
る
よ
う
ユ
ダ
ヤ
人
に
強
制
す
る
手
続
を
採
択
し
た
と
さ
れ

る
。

（
5
）

（
6
）

（
7
）
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翌
年
、
被
上
訴
人
の
兄
弟
で
共
同
法
定
相
続
人
で
あ
る
ロ
バ
ー
ト
・
ベ
ン
ト
レ
ー
が
、
戦
争
中
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
か
ら
盗
取
さ
れ

た
財
産
を
捜
し
出
し
回
復
す
る
た
め
、
ウ
ィ
ー
ン
の
弁
護
士
グ
ス
タ
フ
・
リ
ネ
シ
ュ
博
士
を
雇
っ
た
。
一
九
四
八
年
一
月
、
リ
ネ
シ
ュ

博
士
は
、
購
入
し
た
三
点
の
ク
リ
ム
ト
の
返
還
を
要
請
す
る
と
の
書
簡
を
美
術
館
に
送
っ
た
。
美
術
館
の
代
表
は
、
回
答
し
て
、
①
ア

デ
ー
レ
が
美
術
館
に
絵
画
を
遺
贈
し
た
こ
と
、
②
美
術
館
が
彼
の
生
存
中
保
持
す
る
こ
と
を
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
に
許
可
し
た
に
過
ぎ

な
い
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
訴
状
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
詐
欺
的
で
あ
っ
た
。

同
年
末
、
リ
ネ
シ
ュ
博
士
は
、
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
の
残
余
の
芸
術
作
品
の
多
く
に
つ
い
て
輸
出
許
可
を
と
る
た
め
、
美
術
館
職
員

の
支
持
を
得
た
。
交
換
に
、
リ
ネ
シ
ュ
博
士
は
、
被
上
訴
人
お
よ
び
彼
女
の
共
同
法
定
相
続
人
の
代
理
で
あ
る
と
称
し
て
、「
自
分
が

死
亡
の
場
合
」
ク
リ
ム
ト
の
絵
画
を
美
術
館
に
「
寄
贈
す
る
と
い
う
亡
妻
の
願
望
に
従
い
た
い
と
す
る
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
の
供
述
を

承
認
し
受
け
入
れ
る
」
文
書
に
署
名
し
た
。
付
け
加
え
る
と
、
リ
ネ
シ
ュ
博
士
は
、
フ
ュ
ー
ラ
ー
博
士
が
自
分
自
身
の
た
め
に
保
存
し

て
い
た
絵
画
お
よ
び
ウ
ィ
ー
ン
市
博
物
館
に
売
却
し
て
い
た
絵
画
を
得
る
さ
い
、
美
術
館
に
助
力
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

取
引
の
い
か
な
る
と
き
に
お
い
て
も
、
リ
ネ
シ
ュ
博
士
は
、「
彼
女
に
代
わ
っ
て
交
渉
し
、
ま
た
は
、
ク
リ
ム
ト
の
絵
画
を
得
る
こ
と

を
美
術
館
に
可
能
な
ら
し
め
る
」
と
す
る
被
上
訴
人
の
許
可
を
と
ら
な
か
っ
た
。

一
九
九
八
年
、
美
術
館
の
フ
ァ
イ
ル
を
検
討
し
て
い
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
、
ア
デ
ー
レ
も
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
も
美
術
館
に
六
点

の
ク
リ
ム
ト
を
事
実
上
寄
贈
し
な
か
っ
た
こ
と
を
す
べ
て
の
関
連
時
期
に
美
術
館
職
員
が
知
っ
て
い
る
こ
と
を
暴
露
す
る
文
書
を
発
見

し
た
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
自
分
の
発
見
を
報
告
す
る
一
連
の
論
文
を
発
表
し
た
が
、
と
く
に
注
目
し
た
の
は
、「
美
術
館
の
刊
行

物
す
べ
て
が
、
一
九
三
六
年
に
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
」
ク
リ
ム
ト
の
「
ア
デ
ー
レ
・
ブ
ロ
ッ
ホ
＝
バ
ウ
ア
ー
の
肖

像
Ⅰ
」
が
、「
ハ
イ
ル
・
ヒ
ト
ラ
ー
」
と
サ
イ
ン
さ
れ
た
フ
ュ
ー
ラ
ー
博
士
か
ら
の
書
簡
と
と
も
に
、
現
実
に
は
一
九
四
一
年
に
受
領

さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
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こ
れ
ら
の
暴
露
に
応
じ
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
輸
出
許
可
と
交
換
に
国
立
博
物
館
へ
芸
術
作
品
を
寄
贈
す
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
て

い
た
個
人
に
対
し
て
そ
の
財
産
を
再
請
求
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
新
し
い
原
状
回
復
法
（restition law

）
を
制
定
し
た
。
ア
デ
ー
レ

お
よ
び
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ト
が
、戦
前
、美
術
館
に
ク
リ
ム
ト
の
絵
画
を「
自
由
に
寄
贈（freely donated

）」し
て
い
た
こ
と
を
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
調
査
よ
り
前
に
信
じ
て
い
た
被
上
訴
人
は
、
新
し
い
法
の
も
と
で
、
絵
画
お
よ
び
他
の
芸
術
作
品
の
回
復
を
直
ち
に
要
求

し
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
政
府
職
員
お
よ
び
芸
術
史
家
か
ら
成
る
委
員
会
は
、
家
族
が
一
九
四
八
年
に
寄
贈
し
て
い
た
若
干
の
ク
リ
ム

ト
の
デ
ッ
サ
ン
お
よ
び
磁
器
類
を
返
還
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
訴
状
が
「
虚
偽
（sham

）」
手
続
と
名
づ
け
た
あ

と
、
委
員
会
は
、
六
点
の
絵
画
の
返
還
を
拒
ん
で
、
ア
デ
ー
レ
の
遺
言
の
い
わ
ゆ
る
意
図
的
誤
解
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
な
結
論
を
出

し
た
。
彼
女
の
懇
願
的
要
請
は
、
死
亡
の
場
合
、
美
術
館
に
絵
画
を
寄
贈
す
る
こ
と
を
彼
女
の
夫
に
要
求
し
た
と
す
る
拘
束
力
あ
る
法

的
義
務
を
創
設
し
た
。

当
時
、
被
上
訴
人
は
絵
画
を
取
り
戻
す
た
め
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
訴
訟
を
起
こ
す
と
発
表
し
た
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
裁
判
所
費
用
が

請
求
さ
れ
た
回
復
の
価
値
に
比
例
す
る
（
本
件
で
は
総
額
数
百
万
ド
ル
で
あ
っ
て
、
被
上
訴
人
の
資
力
を
越
え
る
）
の
で
、
放
棄
を
要

請
し
た
。
裁
判
所
は
、
こ
の
要
請
を
部
分
的
に
認
め
た
も
の
の
、
約
三
五
万
ド
ル
を
支
払
う
よ
う
被
上
訴
人
に
要
求
し
た
。
オ
ー
ス
ト

リ
ア
政
府
が
こ
の
部
分
的
放
棄
を
訴
え
た
と
き
、
被
上
訴
人
は
、
自
発
的
に
彼
女
の
訴
え
を
取
り
下
げ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
中
央
地
区

担
当
合
衆
国
地
方
裁
判
所
（U

nited States D
istrict Court for the Central D

istrict of California

）
に
訴
え
を
提
起
し
た
。

被
上
訴
人
は
、
一
九
七
六
年
外
国
主
権
免
除
法
（Foreign Sovereign Im

m
unities A

ct of 1976.

以
下
「
Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ａ
」）
第
二

条
の
も
と
で
の
管
轄
権
を
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
第
二
条
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ａ
の
他
の
規
定
ま
た
は
「
い
ず
れ
か
適
用
可
能
な
国
際
合
意
」

の
も
と
で
「
外
国
が
免
除
を
受
け
る
資
格
が
な
い
と
す
る
対
人
的
救
済
の
た
め
の
い
ず
れ
か
の
請
求
に
関
し
て
」
外
国
に
対
す
る
民
事

訴
訟
を
め
ぐ
る
管
轄
権
を
連
邦
地
方
裁
判
所
に
認
め
る
。
訴
状
は
、
さ
ら
に
、
上
訴
人
は
Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ａ
の
も
と
で
免
除
を
受
け
る
資
格
が

（
11
）

（
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）
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な
い
と
主
張
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
同
法
の
「
収
用
除
外
（expropriation exception

）」
を
定
め
る
合
衆
国
法
律
集
第
二
八
編
（28 

U
SC

）一
六
〇
五
条
⒜
⑶
は
「
国
際
法
に
違
反
し
て
取
得
さ
れ
た
財
産
上
の
権
利
」
を
含
む
す
べ
て
の
事
件
を
明
示
的
に
免
除
か
ら
除

外
す
る
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
財
産
が
財
産
を
所
有
す
る
合
衆
国
ま
た
は
そ
の
機
関
（agency

）
も
し
く
は
下
部
機
関

（instrum
entality

）
と
商
業
関
係
を
も
つ
場
合
、
そ
の
財
産
は
、
こ
こ
で
は
商
業
活
動
に
従
事
す
る
も
の
と
す
る
。

上
訴
人
は
、
二
段
階
に
分
け
て
免
除
を
主
張
し
た
。
第
一
に
、
い
わ
ゆ
る
違
反
行
為
（alleged w

rongdoing

）
の
多
く
が
行
な
わ

れ
た
一
九
四
八
年
、
彼
ら
は
、
合
衆
国
裁
判
所
に
お
い
て
訴
訟
か
ら
の
絶
対
免
除
を
享
有
し
て
い
た
。
第
二
に
、
Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ａ
の
な
に
も

の
も
、
彼
ら
か
ら
遡
及
的
に
免
除
を
剥
奪
す
る
と
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

地
方
裁
判
所
は
、
こ
の
主
張
を
拒
否
し
、
①
Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ａ
は
一
九
七
六
年
よ
り
前
の
行
動
に
遡
及
的
に
適
用
さ
れ
、
②
同
法
の
収
用
除

外
は
被
上
訴
人
の
明
確
な
請
求
に
拡
大
す
る
と
結
論
づ
け
た
。
①
の
み
が
、
わ
れ
わ
れ
に
関
係
す
る
。
控
訴
裁
判
所
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ａ
が

本
件
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
同
意
し
た
。
わ
れ
わ
れ
は
、
裁
量
上
訴
（certiorari

）
を
認
め
、
別
の
理
由
づ
け
に
基
づ
く
に
せ
よ
、

い
ま
や
控
訴
裁
判
所
の
判
決
を
追
認
す
る
。

二　

判　
　
　

決

二
〇
〇
四
年
六
月
七
日
、
合
衆
国
最
高
裁
判
所
は
、
九
対
三
で
、
判
決
を
与
え
た
。
そ
の
要
旨
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。「
Ｆ

Ｓ
Ｉ
Ａ
は
、
同
法
が
一
九
七
六
年
に
制
定
さ
れ
る
よ
り
前
、
お
よ
び
、
合
衆
国
が
主
権
免
除
の
い
わ
ゆ
る
『
制
限
理
論
』
を
一
九
五
二

年
に
採
択
す
る
よ
り
前
に
も
発
生
し
た
上
訴
人
の
違
反
行
為
（w

rongdoing
）
と
さ
れ
る
よ
う
な
行
為
に
適
用
さ
れ
る
」。
こ
の
あ
と
、

判
決
は
、
以
下
の
如
く
展
開
さ
れ
た
。
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一
八
一
二
年
の
ス
ク
ー
ナ
ー
船
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
号
対
マ
ク
フ
ァ
ド
ン
（Schooner E

xchange v. M
cFaddon

）
事
件
判
決
に
お
け

る
マ
ー
シ
ャ
ル
最
高
裁
長
官
の
意
見
が
外
国
主
権
免
除
判
例
の
源
泉
で
あ
る
と
、
一
般
的
に
み
ら
れ
て
い
る
。
同
件
で
は
、
申
立
人
は
、

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
港
に
避
難
し
た
フ
ラ
ン
ス
船
の
正
当
な
所
有
者
で
あ
る
と
請
求
し
た
。
裁
判
所
は
、
そ
の
領
域
内
に
あ
る
人
お
よ

び
財
産
に
対
す
る
合
衆
国
の
管
轄
権
は
「
そ
れ
自
身
に
よ
っ
て
課
せ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
制
限
に
服
さ
ず
」、
こ
う
し
て
、
外
国
は
わ

れ
わ
れ
の
裁
判
所
で
免
除
へ
の
権
利
を
も
た
な
い
と
力
説
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
マ
ー
シ
ャ
ル
長
官
は
、
礼
譲
（com

ity

）
の
問
題

と
し
て
、
国
際
社
会
の
メ
ン
バ
ー
は
外
国
の
閣
僚
ま
た
は
主
権
者
の
身
体
を
巻
き
こ
む
よ
う
な
特
定
階
級
の
事
件
で
は
、
外
国
に
対
す

る
管
轄
権
行
使
を
放
棄
す
る
こ
と
に
黙
示
的
に
合
意
し
た
と
説
明
し
続
け
た
。
行
政
府
（Executive Branch

）
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た

提
案
を
受
け
入
れ
て
、
マ
ー
シ
ャ
ル
長
官
は
、
黙
示
的
放
棄
の
理
論
が
合
衆
国
裁
判
所
の
管
轄
権
か
ら
「
フ
ラ
ン
ス
皇
帝
の
国
家
武
装

船
（national arm

ed vessel

）」
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
号
を
免
除
す
る
こ
と
に
役
立
つ
と
結
論
づ
け
た
。
外
国
主
権
免
除
は
憲
法
上
の

要
求
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
恩
恵
と
礼
譲
（grace and com

ity

）
の
問
題
で
あ
る
と
す
る
マ
ー
シ
ャ
ル
長
官
の
み
か
た
に
よ
れ
ば
、
本

裁
判
所
は
、
外
国
お
よ
び
そ
の
下
部
機
関
に
対
す
る
特
定
の
訴
訟
を
め
ぐ
っ
て
「
管
轄
権
を
も
つ
か
否
か
に
つ
い
て
、
政
治
的
部
門
の

決
定
、
と
く
に
行
政
府
の
そ
れ
に
絶
え
ず
従
っ
て
」
来
た
。

一
九
五
二
年
ま
で
、
行
政
府
は
、
友
好
的
外
国
に
対
す
る
全
訴
訟
に
お
い
て
免
除
を
要
請
す
る
政
策
を
と
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

同
年
、
国
務
省
は
、「
免
除
は
、
も
は
や
若
干
の
タ
イ
プ
の
事
件
に
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
の
結
論
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、

司
法
長
官
代
理
へ
の
書
簡
に
お
い
て
、
国
務
長
官
法
律
顧
問
代
理
ジ
ャ
ッ
ク
・
Ｂ
・
テ
イ
ト
（A

cting Legal A
dvisor for the 

Secretary of State, Jack B. T
ate

）
は
、
同
省
は
、
今
後
、
主
権
免
除
の
「
制
限
理
論
（restrictive theory

）」
を
適
用
す
る
で

あ
ろ
う
と
説
明
し
た
。「
主
権
免
除
法
の
研
究
は
、
主
権
免
除
に
つ
い
て
、
お
の
お
の
広
く
支
持
さ
れ
堅
固
に
確
立
さ
れ
た
二
つ
の
相

反
す
る
概
念
の
存
在
を
明
ら
か
に
す
る
。
主
権
免
除
の
古
典
的
ま
た
は
絶
対
理
論
（absolute theory

）
に
よ
れ
ば
、
主
権
国
は
、
そ

（
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）
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の
同
意
な
し
に
、
他
の
主
権
国
の
裁
判
所
で
被
告
と
さ
れ
な
い
。
主
権
免
除
の
比
較
的
新
し
い
制
限
理
論
に
よ
れ
ば
、
主
権
国
の
免
除

は
、
私
的
行
為
（private acts. jure gestionis

）
に
関
し
て
で
は
な
く
、
国
家
の
主
権
的
ま
た
は
公
的
行
為
（public acts. jure 

im
perii

）
に
関
し
て
承
認
さ
れ
る
。
…
…
主
権
免
除
承
認
に
つ
い
て
の
外
国
政
府
の
要
請
を
考
慮
す
る
さ
い
、
…
…
制
限
理
論
を
フ
ォ

ロ
ー
す
る
こ
と
が
、
今
後
、
本
省
の
政
策
と
な
る
で
あ
ろ
う
」。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
変
化
は
、
免
除
の
決
定
を
混
乱
の
中
に
投

じ
た
。
な
ぜ
な
ら
、「
外
国
が
し
ば
し
ば
国
務
省
に
外
交
的
圧
力
を
か
け
」、「
制
限
理
論
の
も
と
で
免
除
が
利
用
可
能
で
な
い
場
合
で

も
免
除
の
提
案
」
を
と
き
ど
き
同
省
に
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
一
九
七
六
年
、
連
邦
議
会
は
、「
外
国
ま
た
は
そ
の
政
治
的
区
画
、
機
関
も
し
く
は
下
部
機
関
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
民
事

訴
訟
に
お
い
て
免
除
請
求
を
規
律
す
る
一
連
の
法
的
基
準
」を
含
む
包
括
的
な
制
定
法
で
あ
る
Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ａ
を
立
法
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
問
題
を
改
善
し
よ
う
と
し
た
。
同
法
は
、「
主
権
免
除
の
制
限
理
論
を
連
邦
法
事
項
と
し
て
法
典
化
し
」、
免
除
決
定
の
主
要

責
任
を
行
政
府
か
ら
司
法
府
（Judicial Branch

）
に
移
し
た
。
同
法
は
、
連
邦
お
よ
び
州
裁
判
所
の
両
方
が
「
今
後
（henceforth

）」

同
法
の
原
則
に
従
っ
て
主
権
免
除
請
求
を
決
定
す
る
と
述
べ
た
（
合
衆
国
法
律
集
第
二
八
編
一
六
〇
二
条
）。
同
法
は
、
免
除
を
一
般

的
に
認
め
な
が
ら
、
若
干
の
例
外
を
認
め
た
が
、
そ
こ
に
は
、
被
上
訴
人
が
依
拠
し
た
収
用
除
外
が
、
含
ま
れ
た
。
地
方
裁
判
所
は
、

Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ａ
の
収
用
除
外
は
上
訴
人
の
い
わ
ゆ
る
違
反
行
為
を
カ
バ
ー
す
る
と
い
う
被
上
訴
人
に
同
意
し
た
。
控
訴
裁
判
所
は
、
同
判
決

を
追
認
し
た
。

前
記
一
六
〇
二
条
の
文
言
は
、
あ
い
ま
い
で
は
な
い
。
免
除
請
求
す
な
わ
ち
免
除
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
行
動
で
は
な
く
、
こ
れ
ら

の
行
動
か
ら
生
じ
る
訴
訟
に
対
す
る
免
除
の
主
張
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ａ
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
る
行
為
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
請
求
は
、「
今
後
」、

裁
判
所
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
文
言
は
、
地
方
裁
判
所
が
み
た
よ
う
に
、
原
因
と
な
る
行
為
が
発
生
し
た
と

き
に
か
か
わ
り
な
く
、「
同
法
の
原
則
に
従
っ
て
」、
そ
の
よ
う
な
請
求
「
す
べ
て
」
を
裁
判
所
に
解
決
さ
せ
る
こ
と
を
議
会
に
提
案
し

（
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た
。
Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ａ
の
総
合
的
な
構
造
は
、
こ
の
結
論
を
強
く
支
持
す
る
。
同
法
の
規
定
の
多
く
は
、
一
九
七
六
年
よ
り
前
に
発
生
し
た
行

為
か
ら
生
じ
る
事
件
に
問
題
な
く
適
用
さ
れ
る
。

三　

意　
　
　

義

⑴　

Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ａ
の
遡
及
効

本
件
で
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ａ
の
遡
及
効
が
争
わ
れ
た
が
、
本
判
決
は
、
こ
れ
を
肯
定
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
反
対
意
見
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ａ
が
疑
い
の
余
地
な
く
遡
及
効
を
命
じ
る
と
し
た
判
決
は
正
し
く
な
い
と
断
定
し
た
。

一
六
〇
二
条
に
つ
い
て
の
判
決
の
解
釈
は
、「
今
後
」
と
い
う
語
を
切
り
離
し
て
と
ら
え
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
語
が
全
体

的
な
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中
で
読
ま
れ
る
と
き
、
遡
及
効
に
つ
い
て
な
に
も
語
っ
て
い
な
い
こ
と
は
、
全
く
明
ら
か
で
あ
る
と
説
く
。

一
六
〇
二
条
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ａ
最
初
の
条
文
で
あ
っ
て
、「
認
定
お
よ
び
目
的
宣
言
」
と
い
う
見
出
し
が
、
付
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

「
議
会
は
、
裁
判
所
の
管
轄
権
か
ら
の
免
除
に
対
す
る
外
国
の
請
求
に
つ
い
て
の
合
衆
国
裁
判
所
に
よ
る
決
定
が
裁
判
の
利
益
に
役
立

ち
、
合
衆
国
裁
判
所
に
お
け
る
外
国
お
よ
び
訴
訟
当
事
者
両
方
の
権
利
を
保
護
す
る
と
認
定
す
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
司
法

省
提
供
の
「
逐
条
分
析
（Section-by-section A

nalysis

）」
も
、
同
条
は
、
同
法
の
「
中
心
的
前
提
」
と
明
記
し
た
。
判
決
は
、
Ｆ

Ｓ
Ｉ
Ａ
に
お
け
る
同
条
の
基
本
的
地
位
を
重
視
し
た
。

た
だ
、
Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ａ
の
遡
及
効
が
肯
定
さ
れ
る
と
し
て
、
ど
の
条
項
が
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
被
上
訴
人
が
依
拠
し

た
一
六
〇
五
条
⒜
⑶
で
あ
る
。「
外
国
の
管
轄
権
免
除
に
対
す
る
一
般
的
例
外
」と
い
う
見
出
し
の
一
六
〇
五
条
は
、そ
の
⒜
に
お
い
て
、

「
外
国
は
、（
つ
ぎ
の
）
い
ず
れ
か
の
場
合
に
、
合
衆
国
ま
た
は
州
の
裁
判
所
の
管
轄
権
か
ら
免
除
さ
れ
な
い
」
と
し
て
、
前
記
の
よ

（
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う
に
、
⑶
で
、「
国
際
法
に
違
反
し
て
取
得
さ
れ
た
財
産
上
の
権
利
」
な
ど
を
あ
げ
た
。
同
項
に
つ
い
て
の
「
逐
条
分
析
」
は
、「
国
際

法
に
違
反
し
て
…
…
」
と
い
う
用
語
は
、「
国
際
法
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
た
補
償
支
払
い
の
な
い
財
産
の
国
有
化
ま
た
は
収
用
」
と
コ

メ
ン
ト
し
た
。

前
述
の
よ
う
に
、
訴
状
を
却
下
せ
よ
と
の
上
訴
人
の
申
し
立
て
を
否
認
し
た
地
方
裁
判
所
の
判
決
を
、
控
訴
裁
判
所
は
、
追
認
し
た
。

そ
こ
で
、
本
判
決
に
関
し
て
首
肯
し
か
ね
る
の
は
、「
地
方
裁
判
所
お
よ
び
控
訴
裁
判
所
は
一
六
〇
五
条
⒜
⑶
が
本
件
を
カ
バ
ー
す
る

と
決
定
し
た
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
決
定
に
応
じ
な
い
」
と
述
べ
た
箇
所
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
本
判
決
は
、
地
裁
お
よ
び
控
訴
裁

判
決
と
基
本
的
に
は
同
一
線
上
に
立
つ
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。

⑵　

エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
号
事
件
か
ら
Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ａ
へ

本
判
決
は
、
一
八
一
二
年
の
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
号
事
件
判
決
こ
そ
主
権
免
除
判
例
の
「
源
泉
」
で
あ
る
と
紹
介
し
な
が
ら
も
、
そ
れ

は
「
恩
恵
と
礼
譲
」
の
問
題
で
あ
る
と
注
意
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
行
政
府
の
決
定
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
を
免
れ
な
か
っ
た
。

し
か
も
、
当
初
は
、
主
権
国
は
他
の
主
権
国
の
裁
判
所
で
被
告
と
さ
れ
な
い
と
す
る
絶
対
免
除
が
、
支
配
的
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

主
権
免
除
は
国
家
の
公
的
行
為
に
限
定
さ
れ
る
と
す
る
制
限
免
除
を
採
用
し
た
の
が
、
一
九
五
二
年
の
テ
イ
ト
・
レ
タ
ー
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
外
国
が
国
務
省
に
圧
力
を
か
け
る
な
ど
の
混
乱
が
治
ま
ら
な
か
っ
た
た
め
、
一
九
七
六
年
に
制
定
さ
れ
た
の
が
、
Ｆ
Ｓ
Ｉ

Ａ
で
あ
る
。

右
に
み
た
よ
う
に
、
本
判
決
の
中
で
、
一
八
一
二
年
か
ら
一
九
七
六
年
へ
の
流
れ
を
た
ど
っ
た
パ
ッ
セ
イ
ジ
は
、
本
判
決
の
歴
史
的

背
景
で
あ
る
か
の
如
き
錯
覚
を
与
え
な
い
で
も
な
い
。
し
か
し
、
も
ち
ろ
ん
、
本
判
決
は
、
Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ａ
の
例
外
規
定
を
適
用
し
た
事
案

で
あ
る
か
ら
、
エ
ク
ス
チ
ェ
ン
ジ
号
事
件
判
決
を
先
例
と
し
な
い
。

（
24
）

（
25
）

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）
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こ
の
パ
ッ
セ
イ
ジ
で
使
わ
れ
た
「
恩
恵
と
礼
譲
」
の
問
題
と
は
、
簡
潔
に
い
え
ば
、
国
際
礼
譲
、
す
な
わ
ち
、
国
際
社
会
で
通
常
行

な
わ
れ
て
い
る
礼
儀
・
好
意
・
便
宜
の
規
則
を
意
味
す
る
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
を
明
確
な
法
の
規
則
に
転
換
し
た
の
が
、
Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ａ
で

あ
る
。

な
お
、
前
記
「
ア
デ
ー
レ
・
ブ
ロ
ッ
ホ
＝
バ
ウ
ア
ー
の
肖
像
Ⅰ
」
は
、
現
在
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ノ
イ
エ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
常
設
的

に
展
示
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

＊　

Republic of A
ustria v. A

ltm
ann.

本
件
名
は
、
略
称
で
あ
る
が
、C. H

. Brow
er Ⅱ

 

“International D
ecisions

” The A
m

erican Journal of International Law
 99

（2005

）

（
以
下 

“AJ

”）236

か
ら
引
用
。
正
式
件
名
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
。「
上
訴
人
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
そ
の
他
対
マ
リ
ア
・
Ｖ
・
ア
ル
ト
マ
ン

（Republic of A
ustria et al. , Petitioners, v. M

aria V
.A

ltm
ann

）」。124S.Ct.2240

（Suprem
e Court Reporter 124巻

2240

ペ
ー
ジ
と
い

う
意
味
で
あ
る
。
以
下
同
様
）。

（
１
）　124S. Ct. 2243.

（
２
）　Ibid.

（
３
）　Ibid.

（
４
）　Ibid.

（
５
）　Ibid 2243

－2244.

（
６
）　Ibid 2244.

（
７
）　Ibid.

（
８
）　Ibid.

（
９
）　Ibid 2244

－2245.

（
10
）　Ibid 2245.

（
30
）

（
31
）
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（
11
）　Ibid.

（
12
）　Ibid.

（
13
）　Ibid 2245

－2246 ;　

本
間
浩
「
１
９
７
６
年
主
権
免
除
法
」『
外
国
の
立
法
』
一
七
巻
二
号
（
昭
和
五
三
年
）
七
三
ペ
ー
ジ
。
西
立
野
園
子
「
米

国
主
権
免
除
法
」『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
七
二
七
号
（
昭
和
五
五
年
）
一
二
二
ペ
ー
ジ
。

（
14
）　124 S. Ct. 2246.

（
15
）　Ibid 2246, 2247.

（
16
）　Ibid 2241.

（
17
）　Ibid 2247

－2248.

（
18
）　Ibid 2248

－2249.

（
19
）　Ibid 2249.

（
20
）　Ibid 2252

－2253.

（
21
）　Ibid 2265 ;

た
だ
し
、「
今
後
」
に
留
意
す
る
の
は
、A

. K
. A

. M
ortara 

“The Case A
gainst Retroactive A

pplication of the Foreign 
Sovereign Im

m
unities A

ct of 1976
” The U

niversity of Chicago Law
 R

eview
 68

（2001

）261.

（
22
）　International Legal M

aterials 15
（1976
）（
以
下 

“ILM

” 

）1389 ;

最
初
の
条
文
で
あ
る
と
い
う
経
緯
に
つ
い
て
は
、
西
立
野
・
前
掲
・

一
一
八
―
一
一
九
ペ
ー
ジ
。

（
23
）　ILM

 1389,104.

（
24
）　Ibid 1389.

（
25
）　Ibid 108.

（
26
）　124 S. Ct. 2254.

（
27
）　

同
判
決
は
、
日
本
に
お
い
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
横
田
喜
三
郎
『
違
憲
審
査
』（
昭
和
六
二
年
）
二
三
八
―
二
四
〇
ペ
ー
ジ
。

（
28
）　

同
文
書
は
、
日
本
に
お
い
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
本
間
・
前
掲
・
六
七
ペ
ー
ジ
。
西
立
野
・
前
掲
・
一
二
〇
ペ
ー
ジ
。

（
29
）　A
J 237.

（
30
）　

横
田
喜
三
郎
編
『
現
代
法
律
学
演
習
講
座
・
新
訂
国
際
法
』（
昭
和
四
一
年
）
一
四
ペ
ー
ジ
。
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（
31
）　

木
島
俊
介
『
ク
リ
ム
ト
と
ウ
ィ
ー
ン
』（
平
成
一
九
年
）
九
〇
―
九
一
ペ
ー
ジ
。

付
記　

本
稿
執
筆
の
契
機
は
、
二
〇
一
五
年
製
作
の
米
英
映
画
「
黄
金
の
ア
デ
ー
レ
・
名
画
の
帰
還
（W

om
an in Gold

）」
で
あ
っ
た
。
名
画
を

取
り
戻
す
た
め
、ア
ル
ト
マ
ン
が
ユ
ダ
ヤ
系
ア
メ
リ
カ
人
弁
護
士
に
依
頼
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
相
手
ど
り
提
起
し
た
訴
訟
が
本
作
の
メ
イ
ン
・
テ
ー

マ
で
あ
る
と
は
、
全
く
予
想
し
な
か
っ
た
。
法
廷
シ
ー
ン
は
、
二
回
、
出
現
す
る
。
一
回
目
は
、
地
方
裁
判
所
の
シ
ー
ン
で
あ
る
。
二
回
目
は
本
判

決
を
下
し
た
最
高
裁
判
所
の
シ
ー
ン
で
、
こ
れ
が
、
本
作
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ー
ン
と
な
る
。
法
廷
シ
ー
ン
で
登
場
し
た
Ｆ
Ｓ
Ｉ
Ａ
が
、
脳
裏

に
残
っ
た
。
判
決
文
な
ど
は
、
鈴
木
淳
一
教
授
の
ご
尽
力
で
入
手
し
た
。
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